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兵庫県立大学
• 8学部、14大学院、4附置研究所、1附属高校

• 全県下にキャン
パスが点在

• 学生がいるキャ
ンパスは9キャ
ンパス
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全県下にキャンパスが点在
• キャンパス毎に状況（気象、交通、など）が異なる
• 災害対応にかかる運用はキャンパス事情に沿って実
施が必要

• これまでは各キャンパスが独自の方法で、安否確認等
を含め災害対応を実施

⇒学生安否確認の方針・具体的手段が必要
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安否確認対応の推移
（看護学部）担任教員が電話/メール等で確認

 1教員15~20名程度の学生を担当
教員は大学からの安否確認要請を受けて学生に連絡し、担当学生の
安否状況をとりまとめ、メールで学年担任へ報告

（看護学部）大学から学生へ一斉メール、学生は
メール受信後、担任教員へ連絡（電話・メール等）
教員は担当学生からの連絡状況をとりまとめ、連絡がない者には電話、
メール等で連絡する

担当学生の安否状況をとりまとめ、メールで学年担任へ報告

大学から学生へ一斉メール、学生は教育管理システム
にログインし、安否情報等を入力
結果は学務課でとりまとめ、連絡がない者については、担任教員等から連絡
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教育管理システムを用いた安否確認

①安否確認実施の協議

大学本部
各キャンパス

④安否確認実施の連絡

⑧安否確認状況（結果）報告

②安否確認
処理の実行

教育管理
システム

②安否確認
処理の実行

⑥安否確認
実施結果確認

⑥安否確認
実施結果確認

③安否確認回答依頼
一斉メール送信

⑤安否確認
ログイン・回答

⑦所属学生との個別連絡
（電話・メール・SNS等）

未回答学生
要対応学生
がいる場合

学生

教員等
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